
キウイ粘性物質の物性 
－ 粘性物質の増粘剤への利用に関する研究 （Ｈ２６）－ 

本研究は、資源循環促進税の税収を活用して実施しました。 

 愛媛県は、全国一のキウイフルーツの生産地ですが、栽培時に発生する年間約 
2万トンの剪定枝は、すべて廃棄され有効活用されていません。 
 そこで、キウイフルーツの剪定枝に含まれる粘性物質の有効利用を目的として、 
粘性物質の抽出法や物性について検討しました。 
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  図1.抽出液とアルコール不溶物の分子量分析       図2.アルコール不溶物と粘度の関係 

 
   
    
   
 
 
 
 
 

 キウイフルーツの剪定枝に含まれる粘性物質の抽出法や物性について基礎的 
な知見を得ることができました。特に、アルコール不溶物の乾燥体は、長期保 
存も可能で、濃度を調整することによって、目的とする粘度の水溶液が得られ 
ることが分かりました。今後、この粘性物質を利用した化粧品等関連製品等の 
開発の際に、これら知見の活用が期待されます。 
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